
富士山登山鉄道構想の検討について
山 梨 県

１．目的
• 富⼠山中にあって、特に利⽤者が集中している、山梨県側の五合目に⾄る交通システムについ
て、環境や景観の保全、来訪者の平準化、防災対策等の観点から、⻑期的な視点に⽴ってそ
のあり方を検討する。

２．概要
• 富⼠山の現況や課題を踏まえ、⾃動⾞交通から鉄軌道などの新しい交通システムへの転換の
可能性を、技術的、制度的、経済的に検証するとともに、環境や景観、地域経済への効果や
影響などを検証し、その成果を基本構想としてとりまとめる。
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2019 (R1) 年度
5月勉強会（今後の進め方）
7月理事会①（調査内容・スケジュール等）
9月理事会②（先進事例研究）
10月理事会③（現地視察、現況・課題整理）
1月理事会④ 総会①（中間報告案の検討）

2020 (R2) 年度
5月理事会⑤（基本構想策定方針の検討）
9月理事会⑥（基本構想骨子の検討）
11月理事会⑦ 総会②（基本構想案の検討）
12月基本構想公表

４．スケジュール（想定）

会 ⻑ 御手洗冨士夫（⽇本経済団体連合会名誉会⻑）
理事⻑ 山東 昭⼦（参議院議⻑）

文化庁、林野庁、環境省、
国土交通省、観光庁
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